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H27.10.30 意見交換会 アンケート集計結果 

 

【開催結果概要】 

  参加者 ３８名 

   うちアンケート提出者 ３０名 

 

【アンケート集計結果】 

１．意見交換会開催を知ったきっかけについて（複数回答可） 

項目 人数 

議会だより ３名( 8.3%) 

市議会ホームページ ０名 

フェイスブック ３名( 8.3%) 

町会の回覧 １１名(30.6%) 

議員からの呼びかけ ５名(13.9%) 

市新聞広報 ７名(19.4%) 

新聞記事 １名( 2.8%) 

その他 ６名(16.7%) 

   その他：町会連合会（４名）、議会事務局の呼びかけ（１名）、記載なし（１名） 

 

２．意見交換会に参加した回数について 

  （有効回答３０名中） 

 初めて ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 記載なし 

人数 ２１名 

(70.0%) 

３名 

(10.0%) 

１名 

(3.3%) 

０名 １名 

(3.3%) 

０名 ４名 

(13.3%) 

 

３．意見交換会の感想について 

  （有効回答２９名中） 

項目 人数 

大変よかった ８名(27.6%) 

よかった １６名(55.2%) 

よくなかった ５名(17.2%) 

全くよくなかった ０名 

 

 

 

 

 

(   )内は回答総数に占める割合 
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４．参加者について 

 （１）地区 

  （有効回答２８名中） 

地区名 人数 

東部地区 ５名(17.9%) 

西部地区 ６名(21.4%) 

南部地区 ７名(25.0%) 

北部地区 １０名(35.7%) 

 

 （２）年齢 

  （有効回答２９名中） 

 人数 

２０歳未満 ０名 

２０歳代 ０名 

３０歳代 ０名 

４０歳代 ４名(13.8%) 

５０歳代 ４名(13.8%) 

６０歳代 １５名(51.7%) 

７０歳代 ５名(17.2%) 

８０歳以上 １名( 3.4%) 

 

 （３）性別 

  （有効回答２９名中） 

 人数 

男性 ２７名(93.1%) 

女性 ２名( 6.9%) 

 

 

【意見】 

 〔テーマについて〕 

 ・具体的事例説明が参考になりました。公益社団法人石川県宅地建物取引業協会の

提供資料が大変参考になりました。 

 ・町の活性化に向けて住環境の悪化を招く空き家対策は、これからの重要な問題と

考えます。 

 ・家を壊したいのですが、隣同士がひっついている。 

 ・基礎知識と問題点の把握不足ではあまり期待できません。 

 ・各関係団体の意見はあらかじめ「まとめた簡単なレジメ」がほしい。 
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 ・空き家をどうするか、より先に空き家を出さない方策も考えてはどうか。 

 ・今後、急速に老人の一人暮らし世帯の増加が見込まれるため、対応を考えるのに

役立ったと思う。 

 ・空き家を出さないのは無理です。核家族化が進み、高齢者夫婦世帯（65歳以上の）

の増加は止められない。しかし独り暮らしを永く続けるための在宅支援のサービ

スの充実、在宅医療ネットワーク作りが急がれます。 

 

 〔意見交換会について〕 

 ・もっと意見交換の時間を取る。 

 ・ごみ処理について、本当にしっかりと考えてほしい（費用が必要となること）。こ

のような会議は又お知らせお願いいたします。ごくろうさん、ありがとう。 

 ・こういう会があるということを知らなかった。もっとやってほしい（それこそ空

き家でやったらいいかも）。 

 ・（良い点）市議会議員が真剣に話を聞いている姿は良かった。 

  （悪い点）座席の配置が良くない。市議会が関係団体との意見交換会に市民が聞き

に来ている感じがして、残念です。主人公は誰ですか？市職員や一部の議員が勝

手にカメラ撮影している。不愉快です。 

 ・もう少し幅広い意見交換の時間があれば。 

 ・時間が少ない。 

 ・テーマは良かったが、議員と専門家・代表者の意見交換であり、一般参加者は傍

聴に過ぎなかった。時間不足か？ 

 ・今までと違い、専門家や地域の代表の方を呼んだのが良かったと思います。 

 ・意見交換は１時間が必要だと思います。 

 ・問題点をもっと深く、時間を充分かけて意見交換するべきである。 

 ・ＨＰのＵＰ予定を広報などで発表してください。 

 

 〔別途、文書(H27.10.26付)で提出された意見（概要）〕 

 ・町会の会館を建てるために検討しているが、高額で町としての購入は困難である

こともあり、現在まで実現していない。適当な場所にある空き家を自由に出入り

可能な会館分室として町のコミュニティの場としてはどうか。運営とその経費は

原則として町会が負担し、複数の町会での設置を認める。持ち主の承諾を得て設

置するまで市の支援が必要で、直ちに買うか年金方式で返済し、20～30年後に土

地と建物は市の財産とする。 
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【今後聞きたいテーマ】 

 ・指定管理者制度について。特に芸術創造財団について 

 ・新幹線公害（沿線の騒音、振動、電波障害等）について 

 ・市と国の連携のあり方について 

 ・遊休地の対応についてご指導願いたい 

 ・ごみの有料化（２件） 

 ・金沢市の交通政策について。先日市より第二次交通政策についての説明会があっ

たが、市の方針ありきの説明会であり、より一般市民の声（意見）を取り入れる

会合 

 ・第二庁舎について 

 ・連携中枢都市圏について 

 ・里山の限界集落について 

 ・市の計画段階での市民（専門職含む）導入 

 ・消防分団の区域のあり方 

 ・紙ごみ分別について 

 ・空き家を解体する助成金制度づくりの考えはないのか。更地になる税金と空き家

の状態での税金の格差是正を考える方向はないのか。 

 ・空き家問題について新市域で交換会を開いてほしい。 

  


